
 

この夏、ひと回り大きく、たくましくなった子どもたち。１日の中の気温差が大きくなるこの時期、残暑と熱帯夜

も続き、夏の疲れも出てくるころです。体調を崩しやすくなりますので、毎日の体調の変化に気を付けて過ごせる

と良いですね。９月９日は「救急の日」です。救急とは、急なけがや体調不良の手当てをすることです。この機会

に、けがを防ぐために気を付けることをご家庭でも話してみてくださいね。 

令 和 ５ 年 ８ 月 ３ ０ 日 
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【８月の感染症】 

手足口病 4名 

新型コロナウイルス 1名 

ﾋﾄﾒﾀﾆｭｰﾓｳｲﾙｽ 1名 

９月の保健行事 

ほけんだより ９月号 

14日（木）3，4，5歳児身体測定 

15日（金）1歳児身体測定 

 子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。「無事でよか

った」とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。 

夜間や休日に子どもの具合が悪くなっ
たとき、すぐに休日診療所や救急外来を
受診すべきかどうかは、迷います。自己判
断で、急ぐ必要のない受診をしたり、反対
に急を要する状態を見逃したりしないよ
う、信頼できる相談窓口やアプリを登録し
ておきましょう。 

 救急箱の中身に決まりはありません。普段使うものを、清潔な
入れ物に入れておけばOK です。ただし、滅菌ガーゼや薬は使用

期限がありますし、テープ類は古くなると粘着力が弱くなります。

１年に１回は中身をチェックしましょう。 

夏のお休みの間で生

活リズムが崩れていま

せんか？この機会に見

直してみてください。 


